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山形県市町村老人保健福祉計画の進捗状況と課題
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目的　山形県市町村老人保健福祉計画は平成6年度にまとまり，完成年度の11年度にむけて各市

町村は活動を展開中である。介護保険の導入を間近にひかえ，老人保健福祉計画の達成状況

がしばしば検討されているが，施設整備やマンパワーなどの福祉サイドの量的報告が多い。

　そのため本研究では，介護保険の準備に生かす目的で，老人保健福祉計画を「保健」と「福

祉」の両面からの検討を行うとともに，計画の進捗状態に対する各市町村の意識や実態等の

把握・分析を行った。

方法　①山形県が公表している7つの報告から，計画に関係するデータを抽出して分析をした。

　②①のデータを基に質問紙を作成し，山形県44全市町村に対して，郵送法により調査を実

施した（回収率100％）。調査の内容は，計画の進捗状況，「計画どおりにいっていない」内

容と理由，進捗状況を査定する機関の有無や構成メンバー，計画の特徴等である。

結果　当県では，保健サービスと福祉サービスの両方とも，市町村格差があったもののある程度

の達成がみられた。計画の進捗状況では「計画どおりいっていない」が65.9％（29自治体）

を占め，その内容では「マンパワーの整備」と答えたのが75.9％（22自治体）で，すべての

自治体でホームヘルパーの整備不備を挙げていた。さらに「計画どおりいっていない」理由

では，「予算面」と答えたのが93.1％（27自治体）と最も多く，58.6％（17自治体）が計画を

見直し中であった。計画の進捗状況を査定する機関があったのは31.8％（14自治体）で，市

町村長や各種団体の代表以外の住民の参加は1ヵ所もなかった。

結論　山形県では，保健サービスと福祉サービスの達成率は良かった。しかし，より住民の立場

に立った計画にしていくには，地域特性に合ったものを作成することや住民の声を積極的に

計画に反映することが大切である。さらに，これまで実施されてきたサービスや施設数の検

討だけでなく，連携体制等の評価も合わせて見直しを行うことが，より効果的な保健福祉政

策に向けての課題と考えられた。
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